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一
、国
営
宮
古
土
地
改
良
事
業
完
工
式�

　
国
営
宮
古
土
地
改
良
事
業
及
び
緑
資

源
公
団
営
宮
古
区
域
農
用
地
等
緊
急
保

全
整
備
事
業
完
工
式
が
、平
成
十
二
年
十

一
月
十
五
日
に
平
良
市
内
の
ホ
テ
ル
で
、

多
数
の
関
係
者
出
席
の
も
と
盛
大
に
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。�

　
式
典
で
は
、国
、公
団
、県
・
市
町
村
か
ら

挨
拶
、祝
辞
等
が
あ
り
、小
山
沖
縄
総
合

事
務
局
長
は
、「
宮
古
島
有
史
以
来
と
も

言
え
る
水
利
用
農
業
の
展
開
が
可
能
と

な
り
、地
域
の
歴
史
が
塗
り
替
え
ら
れ
る

こ
と
は
誠
に
感
慨
深
い
。」と
式
辞
を
述
べ
、

続
い
て
、沖
縄
開
発
庁
長
官（
若
林
沖
縄

開
発
事
務
次
官
代
読
）か
ら
、「
こ
の
よ
う

な
新
し
い
試
み
に
よ
る
農
業
用
水
を
、適

切
な
維
持
管
理
に
よ
り
有
効
か
つ
効
率
的

に
活
用
さ
れ
、地
域
の
益
々
の
繁
栄
に
つ
な

が
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
る
。」と
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。�

　
最
後
に
、謝
辞
の
中
で
、仲
間
宮
古
土
地

改
良
区
理
事
長（
城
辺
町
長
）か
ら「
こ
の

歴
史
的
か
つ
壮
大
な
水
利
施
設
の
機
能
を

最
大
に
生
か
し
、地
域
産
業
の
振
興
に
寄

与
す
べ
く
全
力
を
傾
注
し
て
い
く
所
存
で

あ
る
。」と
の
地
元
の
決
意
が
述
べ
ら
れ
、式

典
は
盛
会
の
う
ち
に
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。�

�

二
、事
業
概
要�

　
本
事
業
は
、「
水
無
し
農
業
」か
ら
の
脱

却
を
図
る
た
め
、平
良
市
外
二
町
一
村
の

受
益
面
積
八
千
百
六
十
ｈａ
の
畑
地
に
対
し
、

か
ん
が
い
を
行
う
も
の
で
す
。�

　
こ
の
た
め
、国
営
事
業
で
は
、仲
原
及
び

皆
福
流
域
の
取
水
施
設（
取
水
ポ
ン
プ
）と

フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
六
箇
所
、用
水
路（
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
）百
三
十
四
ｋｍ
、水
管
理
施
設
等
の

基
幹
施
設
を
造
成
し
、国
営
事
業
初
の
風

力
発
電
施
設
も
モ
デ
ル
的
に
導
入
し
ま
し

た
。ま
た
、公
団
営
事
業
で
は
、砂
川
及
び

福
里
地
下
ダ
ム（
取
水
施
設
を
含
む
。）を

建
設
し
ま
し
た
。�

　
な
お
、県
営
事
業
と
団
体
営
事
業
は
、

末
端
の
畑
地
か
ん
が
い
施
設
と
ほ
場
整
備

を
実
施
し
ま
す
。�

　
農
業
用
水
は
、地
下
ダ
ム
等
流
域
か
ら

取
水
施
設（
取
水
ポ
ン
プ
）に
よ
っ
て
揚
水
、

フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
に
送
水
さ
れ
、自
然
圧
・
加

圧
で
用
水
路（
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
）を
通
じ
て

畑
ま
で
配
水
、畑
地
か
ん
が
い
施
設（
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
等
）に
よ
り
各
畑
に
散
水
さ
れ

ま
す
。�

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、干
ば
つ
の
心
配
が
な
く

な
り
、収
量
の
高
位
安
定
と
品
質
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、新
し
く
水
を
使
っ
た

収
益
性
の
高
い
作
物
及
び
優
良
品
種
の
導

入
が
可
能
に
な
り
ま
す
。�
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幹支線水路�
�
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形　式�
管水路�
〃�

形式�
渦巻�
渦巻�

実揚程�
11.5m�
41.0m

主ポンプ�
φ150mm×2台�
φ200mm×2台�

保圧ポンプ�
φ50mm×1台�
φ65mm×1台�

管　　径�
φ200～1,000mm�
φ150～1,200mm

延 長�
L= 25km�
L=109km�

�
L=134km

東山第２加圧機場�
来間島加圧機場�

野原岳ファームポンド�
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ミルク峰ファームポンド�
仲尾峰ファームポンド�
ピンフ岳ファームポンド�
来間島ファームポンド�

中央管理所�
TC・TM施設�
他�

概　　　　　要�

有効容量�
29,300m３�
30,800m３�
9,900m３�
43,800m３�
21,200m３�
2,330m３�

内　径�
73.5m�
60.0m�
34.0m�
65.0m�
52.0m�
24.4m

高　さ�
6.9m�
10.9m�
11.0m�
13.2m�
10.0m�
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形　式�
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〃�
〃�
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一　式�

三
、
事
業
経
緯�

　
昭
和
四
十
六
年
三
月
十
五
日
か
ら
百

八
十
五
日
間
の
降
水
量
が
百
六
十
二
ｍｍ
と

い
う
大
干
ば
つ
に
よ
っ
て
、農
作
物
が
壊
滅

的
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
が
、本
事
業
実

施
へ
の
契
機
と
な
り
ま
し
た
。�

　
本
土
復
帰
直
後
か
ら
の
農
業
用
水
確

保
の
た
め
の
調
査
で
は
、昭
和
五
十
四
年

の
皆
福
実
験
地
下
ダ
ム
の
成
功
に
よ
り
、

世
界
に
例
の
な
い
大
規
模
地
下
ダ
ム
の
基

礎
技
術
が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
こ
と
が
、昭
和
五
十
五
年
度
か
ら
の

国
営
宮
古
地
区
調
査
、そ
の
後
三
ヶ
年
の

全
体
実
施
設
計
を
経
て
、昭
和
六
十
二
年

十
月
の
本
事
業
着
手
に
繋
が
り
ま
し
た
。

平
成
元
年
度
に
は
、本
事
業
の
早
期
完
成

を
目
指
す
目
的
等
か
ら
、砂
川
及
び
福
里

地
下
ダ
ム
の
施
工
を
農
用
地
整
備
公
団（
現・

緑
資
源
公
団
）に
継
紹
し
、以
後
二
事
業

体
制
で
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。�

�

四
、
水
無
し
農
業
か
ら
の
脱
却
に
向
け
て�

　
事
業
着
工
以
来
十
四
年
、一
部
地
域
で

は
既
に
造
成
施
設
が
利
活
用
さ
れ
て
水
へ

の
不
安
が
解
消
さ
れ
、さ
と
う
き
び
の
生

産
性
向
上
の
実
証
、野
菜
や
熱
帯
果
樹
の

導
入
等
、様
々
な「
水
利
用
農
業
」が
実

践
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
今
後
は
、本
事
業
の
成
果
発
現
に
向
け
、

関
連
事
業
の
鋭
意
進
捗
と
と
も
に
、水
利

用
技
術
の
研
鑚
等
に
よ
り
、宮
古
島
の
特

性
を
活
か
し
た
農
業
が
一
層
発
展
し
て
い

く
こ
と
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。�

�

宮古島大干ばつ（185日間の降水量162ｍｍ）�

宮古島農業用水調査�

八重山宮古総合農業開発調査事務所宮古支所開所�

�

皆福実験地下ダム施工�

国営土地改良事業直轄調査宮古地区調査開始�

国営宮古地区全体実施設計�

国営宮古土地改良事業施行申請�

沖縄総合事務局宮古農業水利事業所開所�

国営宮古土地改良事業計画決定�

国営宮古土地改良事業変更計画確定�

農用地整備公団宮古地下ダム事業所開所�

東山ファームポンド通水式�

散水式�

砂川地下ダム止水壁締め切り完了�

全ファームポンド完成�

福里地下ダム止水壁締め切り完了�

風力発電施設本体完成�

事業完工式�

事業完了�

●昭和46年3月～9月�

●昭和47～48年度�

●昭和51年10月�

●昭和52年10月�

　～54年3月�

●昭和55年4月�

●昭和59～61年度�

●昭和62年9月�

●昭和62年10月�

●昭和63年3月�

●平成2年2月�

●平成2年2月�

●平成4年7月�

●平成5年7月�

●平成5年11月�

●平成8年3月�

●平成10年12月�

●平成12年3月�

●平成12年11月�

●平成13年3月�

・・・・・・・�

・・・・・・・�

・・・・・・・・・・�

�

・・・・・・・・・・・・・�

・・・・・・・・・・・・�

・・・・・・・�

・・・・・・・・・・・�

・・・・・・・・・・�

・・・・・・・・・・・�

・・・・・・・・・・・・・�
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・・・・・・・・・・�

・・・・・・・・・・・�

・・・・・・・・・・�

・・・・・・・・・・・�

事 業 経 過 �

完工式で挨拶する若林事務次官（当時）�

完工式で式辞を述べる小山局長（当時）�

風力発電施設�
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が
利
活
用
さ
れ
て
水
へ

の
不
安
が
解
消
さ
れ
、さ
と
う
き
び
の
生

産
性
向
上
の
実
証
、野
菜
や
熱
帯
果
樹
の

導
入
等
、様
々
な「
水
利
用
農
業
」が
実

践
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
今
後
は
、本
事
業
の
成
果
発
現
に
向
け
、

関
連
事
業
の
鋭
意
進
捗
と
と
も
に
、水
利

用
技
術
の
研
鑚
等
に
よ
り
、宮
古
島
の
特

性
を
活
か
し
た
農
業
が
一
層
発
展
し
て
い

く
こ
と
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。�

�

宮古島大干ばつ（185日間の降水量162ｍｍ）�

宮古島農業用水調査�

八重山宮古総合農業開発調査事務所宮古支所開所�

�

皆福実験地下ダム施工�

国営土地改良事業直轄調査宮古地区調査開始�

国営宮古地区全体実施設計�

国営宮古土地改良事業施行申請�

沖縄総合事務局宮古農業水利事業所開所�

国営宮古土地改良事業計画決定�

国営宮古土地改良事業変更計画確定�

農用地整備公団宮古地下ダム事業所開所�

東山ファームポンド通水式�

散水式�

砂川地下ダム止水壁締め切り完了�

全ファームポンド完成�

福里地下ダム止水壁締め切り完了�

風力発電施設本体完成�

事業完工式�

事業完了�

●昭和46年3月～9月�

●昭和47～48年度�

●昭和51年10月�

●昭和52年10月�

　～54年3月�

●昭和55年4月�

●昭和59～61年度�

●昭和62年9月�

●昭和62年10月�

●昭和63年3月�

●平成2年2月�

●平成2年2月�

●平成4年7月�

●平成5年7月�

●平成5年11月�

●平成8年3月�

●平成10年12月�

●平成12年3月�

●平成12年11月�

●平成13年3月�

・・・・・・・�

・・・・・・・�

・・・・・・・・・・�

�

・・・・・・・・・・・・・�

・・・・・・・・・・・・�

・・・・・・・�

・・・・・・・・・・・�

・・・・・・・・・・�

・・・・・・・・・・・�

・・・・・・・・・・・・・�

・・・・・・・・・・・・�

・・・・・・・・・・・・�

・・・・・・・・・・・・�

・・・・・・・・・・・�

・・・・・・・・・・・・�

・・・・・・・・・・�

・・・・・・・・・・・�

・・・・・・・・・・�

・・・・・・・・・・・�

事 業 経 過 �

完工式で挨拶する若林事務次官（当時）�

完工式で式辞を述べる小山局長（当時）�

風力発電施設�


